






吋材（なら）天然乾燥の木口割れ防止試験に就いて
斎  藤    清

  吋材の天然乾燥の過程に於いて生ずる木口割れに就いては、取扱うものの誰しもがなや
まされて居る現象であり、若しも是を皆無にすることが出来るなら、取扱商社の損失の何％
かを救うことが出来、同時に輸出量の何％をかを増大することが出来るでしょう。
  従来これが防止の方法として、木口面に桟木を打ちつけることが一般に行われて居り、
次いで紙の貼布、ペンキの塗布等を行って居るが、不完全性やら或は又作業に手数と時間
のかかる点などよりして、所期の成果を収めることが至難であり、季節的又は樹種的の差
異はあるが、年間輸出量の約 2.0％～2.5％位の量が所謂端切されて、材木来の輸出目的を失
っている状態である。
  木口割れの起る原因は、木口面からの水分蒸発が他の面に比べて、速いために起るので
あり、この部分からの水分蒸発を抑えることによって、他の面とのつり合いが保たれ、従
って木口割れが防止されることが考えられる。
スタンダード石油会社の特殊石油製品のなかの“セエレムル M”“セエレムル C”が米国で
木材類の乾燥割



れ防止に使用されて好い成績をあげていることから、是を輸入して本道吋材の天然乾燥に
利用することが進められて、現在各地で使われ良好な成果を得て居るのでありますが、是
が処理材の結果を試験したので参考までに報告します。
1 試験材及び試験剤

試験材
  産地滝川付近及び万字、幾春別、登川付近から産出の楢を挽立てた板目平板 No.1COM.
を使用しハイ積の当日木口面に於いて検査上許容せられざる割れの無いもの。
    試験剤
  “Cermul M”を使用、含有成分はマイクロクリスタリンワックス（パラフィンワックス
とは結晶状態が根本的に相異して居り、非晶質と誤られる程微晶質のワックス）35％、石
鹸液に似たアルカリ性水溶液 50％、其の他 15％。
2 試験期間及び試験場所

期   間
  試験材のハイ積月日に多少の相違あるも 7 月 23 日より 10 月 29 日までに約 90 日間ハイ
積す。
   場   所
  小樽市真栄町の当社インチ材天然乾燥場、ハイ積個所は西南西の主風を受け、土場内に
於いて最も乾燥が速く行われるところ。
3 試験方法
（イ）1″11/4″11/2″2″の各厚さ別に“セエレムル M”を塗布した材と木口に桟木を打
     ったものを比較する。
（ロ）1 回塗りと 2 回塗り
     厚さ 1.11/4″の中 20 枚づつに対し 1 回塗布して半日後に再び塗布し、ドットマーク
     を付しておく。
（ハ）割れの進行阻止
     11/4″試験材のうちハイ積時に既に木口割れのあったもの 10 枚に対し、割面を完全
     に被覆する様に（図の如く）“セエレムル M”を塗布したもの 5 枚と、単に木口桟木
     を打ちつけたもの 5 枚を比較す。

4 試験成績
（A）
注  念のために含水率を、1″11/4″に就いて調べてみたが“Ceremul M”を塗布すること
    による乾燥の遅速は見られなかった。
    1″の無操作とあるいは“Ceremul ”も木口桟木も共に使用して居らないもの。

（B）1 回塗りと 2 回塗り
  1″11/4″ともに木口割れの生じたものは、全部 1 回塗りではあるが、1″の 124 枚中 20
枚、11/4″の 65 枚中 20 枚の 2 回塗りとの比較では、あまり正確な値とは思われない。むし
ろその材の性質、或は置かれた状態等が影響したものであって、必ずしも



2 回塗りでなければならぬと言う結果を示すものではないと思われる。
（C）割れの進行阻止
             ハイ積時に於ける割延長       ハイ卸時に於ける割延長   割れの増減
Ceremul  2尺 2 寸   3 寸．4 寸．5 寸    1 尺 9 寸   0.4 寸．5 寸       －3 寸
                     5 寸．5 寸                    5 寸．5 寸
木口桟木  1 尺 9 寸   3 寸．3 寸．3 寸    4 尺   5 寸．1 尺．1 尺       ＋2 尺 1 寸
                     5 寸．5 寸                1 尺．5 寸
  上記両方を比較するに、既に木口割れのある材を保護するためにも良好な結果を示して
居る Ceremul 試験材中 3 寸の木口割れを有する材が 3 ヶ月後密着して居た、之は温度湿度
等が影響したものであるが Ceremul の間接の効果も与って力があったものと思われる。

  結言
  試験材の数量がもう少し多ければその効果が尚一層良く判ったことと思うが、前記の試
験の数字より見て Ceremul の木口割れ防止効果は木口桟木のそれの 3～5 倍位の様である。
この塗布剤の価格、木口桟木と作業能率等の比較、その他問題はあるが、この試験に於け
る木口割れ防止は成功したものと思う。この試験の施行期が春の乾燥の最も激しい時期に、
生材に塗布して行えば、より以上の効果を得たものと思われる。
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